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(57)【要約】
【課題】フェース部のより広い範囲おいて打点ずれに対
する反発性の低下の小さいゴルフクラブヘッドを提供す
る。
【解決手段】ゴルフクラブヘッド１２Ａのフェース部材
３２は、中央に位置する中央部４２と、周囲に位置する
周辺部４４ｃ，４４ｓ，４４ｔ，４４ｈと、中央部４２
と周辺部４４ｃ，４４ｓ，４４ｔ，４４ｈの間にそれぞ
れ位置する傾斜部４６ｃ，４６ｓ，４６ｔ，４６ｈを備
えている。中央部４２の肉厚は周辺部４４ｃ，４４ｓ，
４４ｔ，４４ｈの肉厚よりも大きい。周辺部４４ｃ，４
４ｓ，４４ｔ，４４ｈの少なくとも二つの肉厚は互いに
異なっている。傾斜部４６ｃ，４６ｓ，４６ｔ，４６ｈ
の少なくとも二つの肉厚は、中央部４２の肉厚と周辺部
４４ｃ，４４ｓ，４４ｔ，４４ｈの肉厚の間で、互いに
異なる一定の割合で変化している。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フェース部材を備えたゴルフクラブヘッドであって、前記フェース部材は、
　ほぼ中央に位置する中央部と、
　前記中央部の周囲に位置する少なくとも二つの周辺部と、
　前記中央部と前記少なくとも二つの周辺部の間にそれぞれ位置する少なくとも二つの傾
斜部を備えており、
　前記中央部の肉厚は前記少なくとも二つの周辺部のそれぞれの肉厚のいずれよりも大き
く、
　前記少なくとも二つの周辺部の肉厚は互いに異なっており、
　前記少なくとも二つの傾斜部の肉厚は、それぞれ、前記中央部の肉厚と前記少なくとも
二つの周辺部の肉厚の間で、互いに異なる一定の割合で変化しているゴルフクラブヘッド
。
【請求項２】
　前記少なくとも二つの周辺部の一つは前記中央部のクラウン側に位置し、前記少なくと
も二つの周辺部の他の一つは前記中央部のソール側に位置し、前記クラウン側の周辺部の
肉厚は前記ソール側の周辺部の肉厚よりも大きい請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項３】
　前記少なくとも二つの傾斜部の間にそれぞれ延びている少なくとも二つの帯状部をさら
に備え、前記少なくとも二つの帯状部は互いに異なる割合で変化している請求項１または
２に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項４】
　前記フェース部材は、
　前記中央部の周囲に位置する四つの周辺部と、
　前記中央部と前記四つの周辺部の間にそれぞれ位置する四つの傾斜部を備えており、
　前記中央部の肉厚は前記四つの周辺部のそれぞれの肉厚のいずれよりも大きく、
　前記四つの周辺部の少なくとも三つの肉厚は互いに異なっており、
　前記四つの傾斜部の肉厚は、それぞれ、前記中央部の肉厚と前記四つの周辺部の肉厚の
間で一定の割合で変化しており、少なくとも三つの傾斜部の肉厚は互いに異なる一定の割
合で変化している請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項５】
　前記四つの周辺部の一つは前記中央部のクラウン側に位置し、前記四つの周辺部の他の
一つは前記中央部のソール側に位置し、前記クラウン側の周辺部の肉厚は前記ソール側の
周辺部の肉厚よりも大きい請求項４に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項６】
　前記四つの傾斜部の間にそれぞれ延びている四つの帯状部をさらに備え、前記四つの帯
状部は、少なくとも三つの肉厚が互いに異なる割合で変化している請求項４または５に記
載のゴルフクラブヘッド。
【請求項７】
　前記フェース部材は、その縁に沿って全周にわたって延びている周縁部をさらに備え、
前記周縁部は、前記フェース部材の中で最も肉薄に形成されている請求項１ないし６のい
ずれかひとつに記載のゴルフクラブヘッド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ゴルフクラブヘッドに関する。
【背景技術】
【０００２】
　大きい飛距離を得るためには、ゴルフクラブヘッドの反発性が高いほどよい。ゴルフク
ラブヘッドの反発性は、スイートスポットで最も高く、スイートスポットから離れるにつ
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れて低下する。一般にゴルフクラブヘッドは、スイートスポットがフェース部の中央付近
に存在するように設計される。
【０００３】
　また、ウッドタイプのゴルフクラブヘッドでは、大容量化と低重心化が進められている
。ゴルフクラブヘッドの全体の重量において、フェース部の重量が占める割合は非常に大
きい。フェース部の軽量化は、それにより得られる余剰重量の大容量化と低重心化への利
用が大きく見込めるため、大きな課題である。
【０００４】
　ゴルフクラブヘッドのフェース部は、高反発性と軽量化のために肉厚が薄いことが好ま
しい。その一方で、十分な強度を確保するために、それなりの肉厚を必要とする。このよ
うな二律背反の要求に応えるものとして、フェース部の中央部を厚く形成しつつ、その周
りの周辺部を薄く形成したフェース構造が知られている。これに加えて、剛性の向上を図
って、中央部から外側に向かって延びる複数のリブを設けたフェース構造も知られている
。
【０００５】
　また、ゴルフクラブは、打点がスイートスポットからずれた際の飛距離の低下が小さい
ものが、一般に（すなわち多くの人に）好まれる（または望まれている）。このため、ゴ
ルフクラブヘッドの反発性は、フェース部のなるべく広い範囲において高いことが望まし
い。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－２３０４５５号公報
【特許文献２】特開２０１１－１２５５４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　一般に、フェース部の横寸法（トゥ・ヒール方向の寸法）は、クラウン側で大きく、ソ
ール側で小さい。このため、ソール側の反発性はクラウン側の反発性に比べて低くなる傾
向にある。また、フェース部の縦寸法（クラウン・ヒール方向の寸法）は、横寸法に比べ
て全体的に小さい。このため、トゥ側の反発性とヒール側の反発性は低くなる傾向にある
。このため、クラブヘッドの反発性は、クラウン側とソール側とトゥ側とヒール側への打
点ずれの間にばらつきがある。すなわち、打点ずれに対する反発性の低下の程度が、ずれ
方向によって異なる。
【０００８】
　このようなばらつきを是正するために、ヘッド部の周辺部の肉厚をクラウン側とソール
側とトゥ側とヒール側とで異ならせたフェース構造も知られている。
【０００９】
　このようなフェース構造は、それなりに成果を発揮しているが、打点ずれによる飛距離
の低下が小さいゴルフクラブを求める要望は限りがなく、そのような性能がさらに改善さ
れたゴルフクラブが求められている。
【００１０】
　本発明は、このような要望を考慮してなされたものであり、フェース部のより広い範囲
おいて打点ずれに対する反発性の低下の小さいゴルフクラブヘッドを提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明によるゴルフクラブヘッドは、フェース部材が、ほぼ中央に位置する中央部と、
中央部の周囲に位置する少なくとも二つの周辺部と、中央部と少なくとも二つの周辺部の
間にそれぞれ位置する少なくとも二つの傾斜部を備えている。中央部の肉厚は少なくとも
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二つの周辺部のそれぞれの肉厚のいずれよりも大きい。少なくとも二つの周辺部の肉厚は
互いに異なっている。少なくとも二つの傾斜部の肉厚は、それぞれ、中央部の肉厚と少な
くとも二つの周辺部の肉厚の間で、互いに異なる一定の割合で変化している。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、フェース部のより広い範囲おいて打点ずれに対する反発性の低下の小
さいウッドタイプのゴルフクラブヘッドが提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】実施形態に係るゴルフクラブを示している。
【図２】図１のゴルフクラブヘッドをフェース部側から見た平面図である。
【図３】図２のＡ－Ａ線に沿った図２のゴルフクラブヘッドの断面を示している。
【図４】図２のＢ－Ｂ線に沿った図２のゴルフクラブヘッドの断面を示している。
【図５】図３のＣ－Ｃ線に沿った図２のゴルフクラブヘッドの断面を示している。
【図６】図５のＤ－Ｄ線に沿った図２のゴルフクラブヘッドの断面を示している。
【図７】図５のＥ－Ｅ線に沿った図２のゴルフクラブヘッドの断面を示している。
【図８】図３のフェース部の中央部分を拡大して示している。
【図９】図４のフェース部の中央部分を拡大して示している。
【図１０】図６のフェース部の中央部分を拡大して示している。
【図１１】図７のフェース部の中央部分を拡大して示している。
【図１２】実施形態に係る別の構造のゴルフクラブヘッドの断面を示している。
【図１３】図１２のゴルフクラブヘッドの断面を示している。
【図１４】比較例のゴルフクラブヘッドの断面を示している。
【図１５】図２のゴルフクラブヘッドのＣＴ値の表と分布図を示している。
【図１６】図１４のゴルフクラブヘッドのＣＴ値の表と分布図を示している。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施形態について説明する。
【００１５】
　図１に、実施形態に係るゴルフクラブ１０を示す。ゴルフクラブ１０は、ウッドクラブ
であり、中空構造のゴルフクラブヘッド１２と、ゴルフクラブヘッド１２に接続されたシ
ャフト１４と、ゴルフクラブヘッド１２の反対側のシャフト１４の端部に設けられたグリ
ップ１６とを備えている。ゴルフクラブ１０は、たとえばドライバーウッドクラブ、フェ
アウェイウッドクラブやユーティリティクラブである。シャフト１４は、たとえば繊維強
化樹脂製やスチール製である。グリップ１６は、ゴムなどの柔軟部材で形成されている。
【００１６】
　図１に示されたゴルフクラブヘッド１２を図２に示す。ゴルフクラブヘッド１２は、ボ
ールを打つためのフェース部２２と、上側に位置するクラウン部２４と、クラウン部２４
の下側に位置するソール部２６と、シャフト１４（図１参照）が接続されるホーゼル部２
８を備えている。ここで、上下の位置関係は、ゴルフクラブヘッド１２が適正なライ角と
ロフト角で配置された状態を想定している。フェース部２２とクラウン部２４とソール部
２６とホーゼル部２８は互いに接続されており、中空構造体を構成している。ゴルフクラ
ブヘッド１２は、たとえば金属製であり、チタン合金やステンレス合金で形成される。ゴ
ルフクラブヘッド１２はまた、少なくともフェース部２２とソール部２６が金属で形成さ
れていればよく、そのほかの部分はたとえば繊維強化樹脂で形成されてもよい。ゴルフク
ラブヘッド１２は、たとえば、容積が２００～５００ｃｃであり、重量が１５０～２５０
ｇである。クラウン部２４とソール部２６は、フェース部２２に比べて肉薄に形成されて
いる。フェース部２２は、トゥ・ヒール方向に互いに平行に延びる複数のスコアライン２
２ａを有している。各スコアライン２２ａは、フェース部２２に刻まれた横溝からなる。
【００１７】
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　［構造例１］
　以下、ゴルフクラブヘッド１２のより具体的な構造について説明する。図１と図２に示
されるゴルフクラブヘッド１２の一つの例として、プレート状のフェース部材を備えたゴ
ルフクラブヘッド１２Ａを図３～図１１に示す。
【００１８】
　図３～図７に示されるように、ゴルフクラブヘッド１２Ａは、プレート状のフェース部
材３２と、ヘッド本体部３４から構成されている。フェース部材３２は、ヘッド本体部３
４に形成された開口に嵌合しており、フェース部材３２とヘッド本体部３４の境界の全周
にわたって形成された溶接ビード３６によってヘッド本体部３４に固定されている。この
ゴルフクラブヘッド１２Ａでは、フェース部材３２は、図２に示されるフェース部２２よ
りも一回り小さく形成されており、フェース部２２は、フェース部材３２と、ヘッド本体
部３４の一部から構成されている。
【００１９】
　図３～図７に示されるように、特に図５によく示されるように、フェース部材３２は、
中央部４２と、周辺部４４ｃ，４４ｓ，４４ｔ，４４ｈと、傾斜部４６ｃ，４６ｓ，４６
ｔ，４６ｈと、外側帯状部４５ａ，４５ｂ，４５ｃ，４５ｄと、内側帯状部４７ａ，４７
ｂ，４７ｃ，４７ｄと、周縁部４８を有している。
【００２０】
　〔各部の位置関係〕
　中央部４２はフェース部材３２のほぼ中央に位置している。中央部４２の中心はゴルフ
クラブヘッド１２Ａのスイートスポットに一致している。中央部４２はたとえば円形の輪
郭を有している。
【００２１】
　周辺部４４ｃ，４４ｓ，４４ｔ，４４ｈは中央部４２の周囲に位置している。周辺部４
４ｔは中央部４２のトゥ側に位置し、周辺部４４ｈは中央部４２のヒール側に位置し、周
辺部４４ｃは中央部４２のクラウン側に位置し、周辺部４４ｓは中央部４２のソール側に
位置している。
【００２２】
　傾斜部４６ｃ，４６ｓ，４６ｔ，４６ｈは、それぞれ、中央部４２と周辺部４４ｃ，４
４ｓ，４４ｔ，４４ｈの間に位置している。傾斜部４６ｃは、中央部４２とクラウン側の
周辺部４４ｃの間に位置し、傾斜部４６ｓは、中央部４２とソール側の周辺部４４ｓの間
に位置し、傾斜部４６ｔは、中央部４２とトゥ側の周辺部４４ｔの間に位置し、傾斜部４
６ｈは、中央部４２とヒール側の周辺部４４ｈの間に位置している。
【００２３】
　外側帯状部４５ａ，４５ｂ，４５ｃ，４５ｄは、それぞれ、周辺部４４ｃ，４４ｓ，４
４ｔ，４４ｈの間に延びている。外側帯状部４５ａは、クラウン側の周辺部４４ｃとトゥ
側の周辺部４４ｔの間に延び、外側帯状部４５ｂは、クラウン側の周辺部４４ｃとヒール
側の周辺部４４ｈの間に延び、外側帯状部４５ｃは、ソール側の周辺部４４ｓとヒール側
の周辺部４４ｈの間に延び、外側帯状部４５ｄは、ソール側の周辺部４４ｓとトゥ側の周
辺部４４ｔの間に延びている。
【００２４】
　内側帯状部４７ａ，４７ｂ，４７ｃ，４７ｄは、それぞれ、傾斜部４６ｃ，４６ｓ，４
６ｔ，４６ｈの間に延びている。内側帯状部４７ａは、クラウン側の傾斜部４６ｃとトゥ
側の傾斜部４６ｔの間に延び、内側帯状部４７ｂは、クラウン側の傾斜部４６ｃとヒール
側の傾斜部４６ｈの間に延び、内側帯状部４７ｃは、ソール側の傾斜部４６ｓとヒール側
の傾斜部４６ｈの間に延び、内側帯状部４７ｄは、ソール側の傾斜部４６ｓとトゥ側の傾
斜部４６ｔの間に延びている。
【００２５】
　傾斜部４６ｔ，４６ｈ，４６ｃ，４６ｓと内側帯状部４７ａ，４７ｂ，４７ｃ，４７ｄ
は全体としてたとえば楕円の輪郭を有している。
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【００２６】
　周縁部４８は、フェース部材３２の縁に沿って全周にわたって延びている。
【００２７】
　〔各部の肉厚〕
　中央部４２と周辺部４４ｃ，４４ｓ，４４ｔ，４４ｈのおのおのと周縁部４８は、いず
れも実質的に均一の肉厚を有している。
【００２８】
　中央部４２は、打球時の衝撃に対する強度を確保するために、フェース部材３２の中で
肉厚が最も厚く形成されている。つまり、中央部４２は、フェース部材３２の中で肉厚が
最も厚い部分である。したがって、中央部４２の肉厚ｔ１は、周辺部４４ｃ，４４ｓ，４
４ｔ，４４ｈのそれぞれの肉厚ｔ２，ｔ３，ｔ４，ｔ５のいずれよりも大きい。
【００２９】
　周縁部４８は、この部分に溶接ビード３６が形成されることを考慮して、フェース部材
３２の中で肉厚が最も薄く形成されている。つまり、周縁部４８は、フェース部材３２の
中で肉厚が最も薄い部分である。したがって、図８と図９に示されるように、周縁部４８
の肉厚ｔ６は、周辺部４４ｃ，４４ｓ，４４ｔ，４４ｈのそれぞれの肉厚ｔ２，ｔ３，ｔ

４，ｔ５のいずれよりも小さい。
【００３０】
　周辺部４４ｃ，４４ｓ，４４ｔ，４４ｈはそれぞれ独自の肉厚を有している。たとえば
、周辺部４４ｃ，４４ｓ，４４ｔ，４４ｈのそれぞれの肉厚ｔ２，ｔ３，ｔ４，ｔ５は互
いに異なっている。しかしながら、ここで、「独自の肉厚を有している」とは、適切な肉
厚を有していることを意味しており、周辺部４４ｃ，４４ｓ，４４ｔ，４４ｈのそれぞれ
の肉厚ｔ２，ｔ３，ｔ４，ｔ５の二つまたは三つが同じであることを妨げない。つまり、
周辺部４４ｃ，４４ｓ，４４ｔ，４４ｈのそれぞれの肉厚ｔ２，ｔ３，ｔ４，ｔ５は、必
ずしも互いに異なっている必要はなく、それらの二つまたは三つは同じであってもよい。
すなわち、周辺部４４ｃ，４４ｓ，４４ｔ，４４ｈは、それらの少なくとも一つの肉厚が
、残りの他の三つの肉厚と異なっている。
【００３１】
　たとえば、図８に示すように、クラウン側の周辺部４４ｃの肉厚ｔ２は、ソール側の周
辺部４４ｓの肉厚ｔ３よりも大きい。
【００３２】
　また、図９に示すように、トゥ側の周辺部４４ｃの肉厚ｔ４とヒール側の周辺部４４ｓ
の肉厚ｔ５は互いに等しい。しかし、これに限らず、トゥ側の周辺部４４ｃの肉厚ｔ４と
ヒール側の周辺部４４ｓの肉厚ｔ５が互いに異なっていてもよく、トゥ側の周辺部４４ｔ
の肉厚ｔ４がヒール側の周辺部４４ｈの肉厚ｔ５よりも大きくても、反対に、ヒール側の
周辺部４４ｈの肉厚ｔ５がトゥ側の周辺部４４ｔの肉厚ｔ４よりも大きくてもよい。
【００３３】
　さらに、クラウン側の周辺部４４ｃの肉厚ｔ２は、トゥ側の周辺部４４ｔの肉厚ｔ４と
ヒール側の周辺部４４ｈの肉厚ｔ５よりも大きく、ソール側の周辺部４４ｓの肉厚ｔ３は
、トゥ側の周辺部４４ｔの肉厚ｔ４とヒール側の周辺部４４ｈの肉厚ｔ５よりも小さい。
【００３４】
　傾斜部４６ｃ，４６ｓ，４６ｔ，４６ｈは、それぞれ、その肉厚が、中央部４２から外
側に向かって中央部４２の肉厚から周辺部４４ｃ，４４ｓ，４４ｔ，４４ｈの肉厚へと漸
減している部分である。傾斜部４６ｃ，４６ｓ，４６ｔ，４６ｈの肉厚は、それぞれ、中
央部４２の中心を通り、フェース部材３２のフェース面に実質的に平行に延びる任意の直
線に沿って、中央部４２の肉厚と周辺部４４ｃ，４４ｓ，４４ｔ，４４ｈの肉厚の間で一
定の割合で変化している。たとえば、傾斜部４６ｃ，４６ｓの肉厚は、図２のＡ－Ａ線に
沿って一定の割合で変化し、傾斜部４６ｔ，４６ｈの肉厚は、図２のＢ－Ｂ線に沿って一
定の割合で変化している。
【００３５】
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　たとえば、図８に示すように、クラウン側の周辺部４４ｃの肉厚ｔ２は、ソール側の周
辺部４４ｓの肉厚ｔ３よりも大きく、クラウン側の傾斜部４６ｃの長さｌ１とソール側の
傾斜部４６ｓの長さｌ２は互いに等しい。したがって、クラウン側の周辺部４４ｃに対す
るクラウン側の傾斜部４６ｃの傾斜角θ１は、ソール側の周辺部４４ｓに対するソール側
の傾斜部４６ｓの傾斜角θ２よりも大きい。
【００３６】
　また、図９に示すように、トゥ側の周辺部４４ｃの肉厚ｔ４とヒール側の周辺部４４ｓ
の肉厚ｔ５は互いに等しく、トゥ側の傾斜部４６ｃの長さｌ３とヒール側の傾斜部４６ｓ
の長さｌ４は互いに等しい。したがって、トゥ側の周辺部４４ｔに対するトゥ側の傾斜部
４６ｔの傾斜角θ３とヒール側の周辺部４４ｈに対するヒール側の傾斜部４６ｈの傾斜角
θ４は互いに等しい。しかし、これに限らず、トゥ側の周辺部４４ｃの肉厚ｔ４とヒール
側の周辺部４４ｓの肉厚ｔ５が互いに異なっていて、したがって、トゥ側の周辺部４４ｔ
に対するトゥ側の傾斜部４６ｔの傾斜角θ３とヒール側の周辺部４４ｈに対するヒール側
の傾斜部４６ｈの傾斜角θ４が互いに異なっていてもよい。また、トゥ側の傾斜部４６ｃ
の長さｌ３とヒール側の傾斜部４６ｓの長さｌ４が互いに異なっていて、したがって、ト
ゥ側の周辺部４４ｔに対するトゥ側の傾斜部４６ｔの傾斜角θ３とヒール側の周辺部４４
ｈに対するヒール側の傾斜部４６ｈの傾斜角θ４が互いに異なっていてもよい。
【００３７】
　さらに、クラウン側の周辺部４４ｃに対するクラウン側の傾斜部４６ｃの傾斜角θ１は
、トゥ側の周辺部４４ｔに対するトゥ側の傾斜部４６ｔの傾斜角θ３とヒール側の周辺部
４４ｈに対するヒール側の傾斜部４６ｈの傾斜角θ４よりも大きく、ソール側の周辺部４
４ｓに対するソール側の傾斜部４６ｓの傾斜角θ２は、トゥ側の周辺部４４ｔに対するト
ゥ側の傾斜部４６ｔの傾斜角θ３とヒール側の周辺部４４ｈに対するヒール側の傾斜部４
６ｈの傾斜角θ４よりも小さい。
【００３８】
　このように、傾斜部４６ｃ，４６ｓ，４６ｔ，４６ｈは、それぞれ、独自の傾斜角θ１

，θ２，θ３，θ４を有している。ここで、「独自の傾斜角を有している」とは、「独自
の肉厚を有している」と同様に、適切な傾斜角を有しているという意味である。傾斜部４
６ｃ，４６ｓ，４６ｔ，４６ｈの傾斜角θ１，θ２，θ３，θ４は、すべてが異なってい
てもよく、それらの二つまたは三つが同じであってもよい。つまり、傾斜部４６ｃ，４６
ｓ，４６ｔ，４６ｈは、それらの少なくとも一つが、残りの他の三つとは異なる傾斜角を
有している。
【００３９】
　言い換えれば、傾斜部４６ｃ，４６ｓ，４６ｔ，４６ｈの肉厚は、それぞれ、中央部４
２から周辺部４４ｃ，４４ｓ，４４ｔ，４４ｈにかけて独自の一定の割合で漸減している
。ここで、「独自の一定の割合」とは、適切な一定の割合を意味している。したがって、
傾斜部４６ｃ，４６ｓ，４６ｔ，４６ｈは、それらのすべての肉厚が互いに異なる一定の
割合で変化していてもよいし、それらのうちの二つまたは三つの肉厚は同じ一定の割合で
変化していてもよい。つまり、傾斜部４６ｃ，４６ｓ，４６ｔ，４６ｈは、それらの少な
くとも一つが、残りの他の三つとは異なる一定の割合で変化している。
【００４０】
　ここでは、傾斜部４６ｃ，４６ｓの長さｌ１，ｌ２と傾斜角θ１，θ２は、図２のＡ－
Ａ線に沿った（すなわち図８の断面における）寸法と角度で代表し、傾斜部４６ｔ，４６
ｈの長さｌ３，ｌ４と傾斜角θ３，θ４は、図２のＢ－Ｂ線に沿った（すなわち図９の断
面における）寸法と角度で代表している。このほか、傾斜部４６ｃ，４６ｓ，４６ｔ，４
６ｈの長さｌ１，ｌ２，ｌ３，ｌ４と傾斜角θ１，θ２，θ３，θ４は、中央部４２の中
心を通る別の直線に沿った寸法と角度として評価することも可能である。
【００４１】
　内側帯状部４７ａ，４７ｂ，４７ｃ，４７ｄは、それぞれ、その両側に位置する異なる
割合で肉厚が変化している二つの傾斜部４６ｃ，４６ｓ，４６ｔ，４６ｈの間において、
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その肉厚が移行または変化している部分である。内側帯状部４７ａ，４７ｂ，４７ｃ，４
７ｄの肉厚は、その両側に位置する二つの傾斜部４６ｃ，４６ｓ，４６ｔ，４６ｈの肉厚
の間で、二つの傾斜部４６ｃ，４６ｓ，４６ｔ，４６ｈの一方から他方に向かって一定の
割合で変化している。
【００４２】
　言い換えれば、たとえば図６と図１０に示されるように、内側帯状部４７ａは、クラウ
ン側の傾斜部４６ｃとトゥ側の傾斜部４６ｔの内側表面の縁を接続している平面を有し、
内側帯状部４７ｄは、ソール側の傾斜部４６ｓとトゥ側の傾斜部４６ｔの内側表面の縁を
接続している平面を有している。また同様に、図示しないが、図３～図５から推察される
ように、内側帯状部４７ｂは、クラウン側の傾斜部４６ｃとヒール側の傾斜部４６ｈの内
側表面の縁を接続している平面を有し、内側帯状部４７ｄは、ソール側の傾斜部４６ｓと
ヒール側の傾斜部４６ｈの内側表面の縁を接続している平面を有している。
【００４３】
　外側帯状部４５ａ，４５ｂ，４５ｃ，４５ｄは、それぞれ、その両側に位置する肉厚の
異なる二つの周辺部４４ｃ，４４ｓ，４４ｔ，４４ｈの間において、その肉厚が移行また
は変化している部分である。外側帯状部４５ａ，４５ｂ，４５ｃ，４５ｄの肉厚は、その
両側に位置する二つの周辺部４４ｃ，４４ｓ，４４ｔ，４４ｈの肉厚の間で、二つの周辺
部４４ｃ，４４ｓ，４４ｔ，４４ｈの一方から他方に向かって一定の割合で変化している
。
【００４４】
　言い換えれば、たとえば図７と図１１に示されるように、外側帯状部４５ａは、クラウ
ン側の周辺部４４ｃとトゥ側の周辺部４４ｔの内側表面の縁を接続している平面を有し、
外側帯状部４５ｄは、ソール側の周辺部４４ｓとトゥ側の周辺部４４ｔの内側表面の縁を
接続している平面を有している。また同様に、図示しないが、図３～図５から推察される
ように、外側帯状部４５ｂは、クラウン側の周辺部４４ｃとヒール側の周辺部４４ｈの内
側表面の縁を接続している平面を有し、外側帯状部４５ｄは、ソール側の周辺部４４ｓと
ヒール側の周辺部４４ｈの内側表面の縁を接続している平面を有している。
【００４５】
　〔作用効果〕
　このように構成されたフェース部材３２においては、周辺部４４ｃ，４４ｓ，４４ｔ，
４４ｈがそれぞれ独自の肉厚すなわち適切な肉厚を有しており、これに加えて、傾斜部４
６ｃ，４６ｓ，４６ｔ，４６ｈの肉厚がそれぞれ独自の傾斜角（または割合）すなわち適
切な傾斜角（または割合）で漸減している。これにより、スイートスポットからの打点ず
れのずれ方向に依存した、より詳しくは、クラウン側とソール側とトゥ側とヒール側への
打点ずれの間における、打点ずれに対する反発性の低下の程度のばらつきが軽減される。
言い換えれば、反発性の高い範囲が拡大される。したがって、ゴルフクラブ１０は、フェ
ース部材３２を有するゴルフクラブヘッド１２を備えているため、打点ずれによる飛距離
の低下の少ない。
【００４６】
　また、各外側帯状部４５ａ，４５ｂ，４５ｃ，４５ｄは、周辺部４４ｃ，４４ｓ，４４
ｔ，４４ｈの二つの間に位置しており、それら二つの周辺部の内側表面の縁を接続してい
る平面を有している。同様に、各内側帯状部４７ａ，４７ｂ，４７ｃ，４７ｄは、傾斜部
４６ｃ，４６ｓ，４６ｔ，４６ｈの二つの間に位置しており、それら二つの傾斜部の内側
表面の縁を接続している平面を有している。したがって、周辺部４４ｃ，４４ｓ，４４ｔ
，４４ｈと周縁部４８の境界と、外側帯状部４５ａ，４５ｂ，４５ｃ，４５ｄと周縁部４
８の境界を除いては、フェース部材３２には、肉厚が急激に変化する個所がない。このよ
うな構造的特徴もまた、前述した打点ずれに対する反発性の低下の程度のばらつきの軽減
、言い換えれば、反発性の高い範囲の拡大に貢献する。
【００４７】
　フェース部材とゴルフクラブヘッドを接合する溶接ビードは、ゴルフクラブヘッドの肉
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厚を部分的に急激に変化させる。このため、溶接ビードは、ゴルフクラブヘッドの反発性
能を低下させる一つの要因であると考えられる。
【００４８】
　しかし、本実施形態のゴルフクラブヘッド１２Ａでは、周縁部４８は、この部分に溶接
ビード３６が形成されることを考慮して、フェース部材３２の中で最も肉薄に形成されて
いる。このため、このような肉薄の周縁部を持たないフェース部材を備えたゴルフクラブ
ヘッドと比較して、本実施形態のゴルフクラブヘッド１２Ａは、溶接ビードの形成に起因
する反発性能の低下が抑えられる。
【００４９】
　［構造例２］
　図１と図２に示されるゴルフクラブヘッド１２の別の例として、カップ状のフェース部
材を備えたゴルフクラブヘッド１２Ｂを図１２と図１３に示す。
【００５０】
　図１２と図１３に示されるように、ゴルフクラブヘッド１２Ｂは、カップ状のフェース
部材５２と、ヘッド本体部５４から構成されている。フェース部材５２とヘッド本体部５
４は縁同士が合わせられており、それらの境界の全周にわたって形成された溶接ビード５
６によって互いに固定されている。このゴルフクラブヘッド１２Ｂでは、フェース部材５
２が、図２に示されるフェース部２２を構成している。
【００５１】
　図１３に示されるように、フェース部材５２は、中央部６２と、周辺部６４ｃ，６４ｓ
，６４ｔ，６４ｈと、傾斜部６６ｃ，６６ｓ，６６ｔ，６６ｈと、外側帯状部６５ａ，６
５ｂ，６５ｃ，６５ｄと、内側帯状部６７ａ，６７ｂ，６７ｃ，６７ｄを有している。
【００５２】
　内側帯状部６７ａ，６７ｂ，６７ｃ，６７ｄは、中央部６２から外側へ向かうにつれて
幅が広くなっている。また、外側帯状部６５ａ，６５ｂ，６５ｃ，６５ｄも、中央部６２
から外側へ向かうにつれて幅が広くなっている。ここで、幅とは、中央部６２から外側へ
向かう方向を長手方向としたときに、フェース部材５２のフェース面に実質的に平行かつ
長手方向に対して垂直に延びる直線に沿った寸法を意味している。
【００５３】
　このような外側帯状部６５ａ，６５ｂ，６５ｃ，６５ｄと内側帯状部６７ａ，６７ｂ，
６７ｃ，６７ｄの構造的な特徴を除いては、中央部６２と周辺部６４ｃ，６４ｓ，６４ｔ
，６４ｈと傾斜部６６ｃ，６６ｓ，６６ｔ，６６ｈと外側帯状部６５ａ，６５ｂ，６５ｃ
，６５ｄと内側帯状部６７ａ，６７ｂ，６７ｃ，６７ｄは、それぞれ、前述した中央部４
２と周辺部４４ｃ，４４ｓ，４４ｔ，４４ｈと傾斜部４６ｃ，４６ｓ，４６ｔ，４６ｈと
外側帯状部４５ａ，４５ｂ，４５ｃ，４５ｄと内側帯状部４７ａ，４７ｂ，４７ｃ，４７
ｄと同様に構成されている。
【００５４】
　具体的には、中央部６２と周辺部６４ｃ，６４ｓ，６４ｔ，６４ｈの肉厚の相対的関係
は、それぞれ、中央部４２と周辺部４４ｃ，４４ｓ，４４ｔ，４４ｈの肉厚の相対的関係
と同様であり、傾斜部６６ｃ，６６ｓ，６６ｔ，６６ｈの長さと傾斜角は、それぞれ、傾
斜部４６ｃ，４６ｓ，４６ｔ，４６ｈの長さと傾斜角と同様である。また、外側帯状部６
５ａ，６５ｂ，６５ｃ，６５ｄと内側帯状部６７ａ，６７ｂ，６７ｃ，６７ｄの諸特徴は
、それぞれ、外側帯状部４５ａ，４５ｂ，４５ｃ，４５ｄと内側帯状部４７ａ，４７ｂ，
４７ｃ，４７ｄの諸特徴と同様である。すなわち、内側帯状部６７ａ，６７ｂ，６７ｃ，
６７ｄの肉厚は、その両側に位置する二つの傾斜部６６ｃ，６６ｓ，６６ｔ，６６ｈの間
において一定の割合で変化しており、外側帯状部６５ａ，６５ｂ，６５ｃ，６５ｄの肉厚
は、その両側に位置する二つの周辺部６４ｃ，６４ｓ，６４ｔ，６４ｈの間において一定
の割合で変化している。
【００５５】
　このゴルフクラブヘッド１２Ｂにおいても、ゴルフクラブヘッド１２Ａと同様の利点が
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得られる。
【００５６】
　［他の構造例との比較］
　図１と図２に示されるゴルフクラブヘッド１２の比較例として、プレート状のフェース
部材を備えたゴルフクラブヘッド１２Ｃを図１４に示す。
【００５７】
　図１４に示されるように、ゴルフクラブヘッド１２Ｃは、プレート状のフェース部材７
２と、ヘッド本体部７４から構成されている。ゴルフクラブヘッド１２Ａと同様に、フェ
ース部材７２は、ヘッド本体部７４に形成された開口に嵌合しており、フェース部材７２
とヘッド本体部７４の境界の全周にわたって形成された溶接ビード７６によってヘッド本
体部３４に固定されている。
【００５８】
　フェース部材７２は、中央部８２と周辺部８４の二つの部分から構成されている。中央
部８２は、周辺部８４に比べて肉厚に形成されている。中央部８２と周辺部８４のおのお
のは、実質的に均一の肉厚を有している。
【００５９】
　図５に示されるフェース部材３２を備えたゴルフクラブヘッド１２ＡのＣＴ値の表とそ
の分布図を図１５に示す。また図１４に示される比較例のフェース部材７２を備えたゴル
フクラブヘッド１２ＣのＣＴ値の表とその分布図を図１６に示す。図１５と図１６のＣＴ
値の表において、行のタイトルの「Ｃ」は横方向の中心（横方向に関するスイートスポッ
トの位置）を意味し、行のタイトルの「Ｔ５」と「Ｔ１０」はそれぞれ横方向の中心から
トゥ側に５ｍｍと１０ｍｍずれた位置を示し、行のタイトルの「Ｈ５」と「Ｈ１０」はそ
れぞれ横方向の中心からヒール側に５ｍｍと１０ｍｍずれた位置を示している。また、列
のタイトルの「Ｃ」は縦方向の中心（縦方向に関するスイートスポットの位置）を意味し
、列のタイトルの「Ｕ５」と「Ｕ１０」はそれぞれ横方向の中心から上側すなわちクラウ
ン側に５ｍｍと１０ｍｍずれた位置を示し、列のタイトルの「Ｄ５」と「Ｄ１０」はそれ
ぞれ横方向の中心から下側すなわちソール側に５ｍｍと１０ｍｍずれた位置を示している
。ＣＴ値は、横方向の中心かつ縦方向の中心における値を１００％として規格化されてい
る
　図１５と図１６に示す分布図において、５％毎に等高線が表示されており、エリアＡ１
は、ＣＴ値が１００％～９５％の領域、エリアＡ２は、ＣＴ値が９５％～９０％の領域、
エリアＡ３は、ＣＴ値が９０％～８５％の領域、エリアＡ４は、ＣＴ値が８５％～８０％
の領域、エリアＡ５は、ＣＴ値が８０％～７５％の領域、エリアＡ６は、ＣＴ値が７５％
～７０％の領域、エリアＡ７は、ＣＴ値が７０％～６５％の領域を示している。
【００６０】
　図１５と図１６を比較すると、本実施形態のゴルフクラブヘッド１２Ａの方が、比較例
のゴルフクラブヘッド１２Ｃに比べて、ＣＴ値の高い領域たとえばエリアＡ１が、フェー
ス部の中心の周辺に大きく広がっていることが分かる。すなわち、本実施形態のゴルフク
ラブヘッド１２Ａは、比較例のゴルフクラブヘッド１２Ｃに比べて、フェース部の広い範
囲にわたって反発性が向上されている。
【００６１】
　また、ここには図示しないが、本実施形態のゴルフクラブヘッド１２Ｂにおいても、ゴ
ルフクラブヘッド１２Ａと同様のＣＴ値の分布が得られ、比較例のゴルフクラブヘッド１
２Ｃに比べて、フェース部の広い範囲にわたって反発性が向上されている。
【００６２】
　これまで、図面を参照しながら本発明の実施形態を述べたが、本発明は、これらの実施
形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において様々な変形や変更が
施されてもよい。ここにいう様々な変形や変更は、上述した実施形態を適当に組み合わせ
た実施も含む。
【符号の説明】
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【００６３】
１０…ゴルフクラブ、１２，１２Ａ，１２Ｂ，１２Ｃ…ゴルフクラブヘッド、１４…シャ
フト、１６…グリップ、２２…フェース部、２２ａ…スコアライン、２４…クラウン部、
２６…ソール部、２８…ホーゼル部、３２…フェース部材、３４…ヘッド本体部、３６…
溶接ビード、４２…中央部、４４ｃ，４４ｓ，４４ｔ，４４ｈ…周辺部、４５ａ，４５ｂ
，４５ｃ，４５ｄ…外側帯状部、４６ｃ，４６ｓ，４６ｔ，４６ｈ…傾斜部、４７ａ，４
７ｂ，４７ｃ，４７ｄ…内側帯状部、４８…周縁部、５２…フェース部材、５４…ヘッド
本体部、５６…溶接ビード、６２…中央部、６４ｃ，６４ｓ，６４ｔ，６４ｈ…周辺部、
６５ａ，６５ｂ，６５ｃ，６５ｄ…外側帯状部、６６ｃ，６６ｓ，６６ｔ，６６ｈ…傾斜
部、６７ａ，６７ｂ，６７ｃ，６７ｄ…内側帯状部、７２…フェース部材、７４…ヘッド
本体部、７６…溶接ビード、８２…中央部、８４…周辺部、Ａ１，Ａ２，Ａ３，Ａ４，Ａ
５，Ａ６，Ａ７…エリア、ｌ１，ｌ２，ｌ３，ｌ４…長さ、ｔ１，ｔ２，ｔ３，ｔ４，ｔ

５，ｔ６…肉厚、θ１，θ２，θ３，θ４…傾斜角。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】
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【図１５】
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